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東京総合保健福祉センター江古田の森は「すべては利用者さんのために」の法人団是の下、高齢者福祉及び障害者福祉の地域の拠点として
「住み慣れた地域で生涯生き生きと暮らし続けられるため」に、地域の皆様や利用者、家族に「安心と安全」を提供します。設立理念
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ホームページ随時更新
中！

ショートステイでは脳の活性化や認知症の予防
目的として、計算や漢字の読み書き・なぞなぞと
いったテスト問題を週に1～2回レクリエーション
として行っています。「わからない」とすぐに諦
めてしまう利用者さんもいらっしゃいますが、
「脳トレ」は“楽しく出来る”ことがポイントにな
りますので、漢字や計算が苦手な方には塗り絵
やなぞなぞ問題に挑戦して頂いたり、ノロウイ
ルスなどの季節の問題も用意しています。
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特別養護老人ホーム
“脳トレ”
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。
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東京総合保健福祉センター江古田の森は、地球の環境保全並びに環境負荷軽減を、介護・福祉サービス活動において常に考慮し、顧客満足を維持しつつ、社会貢献していきます。
●環境問題関連を含む法令、その他の要求事項を遵守して、福祉サービスを提供します。
●医学的、教育的、心理的、社会的リハビリテーションを提供し、利用者の生活の質を向上させることで、自立と自己実現を目指します。
●利用者の自己決定と選択を尊重し、利用者の願いや思いを大切にし、利用者の気持ちに寄り添った支援をします。
●職員は、専門性の向上のために不断の努力をし、研修及び研鑽を積みます。
●介護・支援・福祉サービスにおける環境影響評価を適切に行ないます。
●より良い福祉サービスの実現と環境負荷の軽減のための施設目的・施設目標を設定するとともに定期的に見直しを行い、統合マネジメントシステムを継続的に改善していくことを
　通じで、福祉サービスの質の向上と環境パフォーマンスの向上を積極的に推進します。
●福祉サービスの提供にあたって、事故防止、感染防止、汚染防止に努め、施設環境の快適性を推進します。
●施設方針は、全職員に周知するとともにホームページ等を通じて一般に公表します。

施　設　方　針 平成29年1月1日

　私はデイサービスセンター江古田の森に配属となり4年が経ち
ました。入職したばかりの時期は先輩たちから介助の仕方や
様々なことを教えていただきました。ですが４年が経った今では
後輩が多く出来、私がその立場になりました。
　自分が教えてもらう立場の時には介助方法のほかに利用者さ
んそれぞれの対応の仕方を具体的に教えていただいたおかげで
スムーズに実践することができました。そんな先輩方は私の憧
れです。私も分かりやすく、イメージがつきやすい様に後輩へ説
明する日々を送っています。
　そんな私も最初の頃は、自分の事ばかりですぐに頭いっぱい
いっぱいになる事も少なくはありませんでした。教え方が客観的
に出来るようになったのも、この江古田の森での認知症の利用
者さんの気持ちになって体験するという研修があったからこそ
だと身に感じています。
　内容は、ただ椅子に座ったり部屋の中を歩いたりするだけで何
もしないままの空間に一人でいるという研修でした。
認知症の方々にはどこにいて何をすればいいのかわからない方
が多くいます。
　そういった疑似体験をすることによって利用者の方のその
時々の気持ちがわかるようになりました。
　そのことは日々利用者さんのちょっとした変化に気づく事にも
繋がっており、自分の目指す介護に繋がっていく気がして更にそ
の力を伸ばしていきたいと考えています。
　変化は体調の他にも、髪型が変わったなど小さな事もありま
す。そういうちょっとしたところにも気づき、利用者さんと上手に
コミュニケーションをとっていけたらと、思いながら過ごす日が
多くなってきたとここ最近よく感じるようになりました。
　これからも精進していき、後輩や先輩職員、そして利用者さん
の方々から頼りにされるよう頑張りたいと思います。

　感動体験、苦労体験、などなど当センターの利用体験談だけではな
く、介護体験をした記事等も募集します。このコラムを通じ、利用者や
支援者の様々な「おもい」を共有できることで、悩んでいる方の一助
となれば幸いです。
　引き続き江古田の森での体験談も募集しています。江古田の森広
報委員へお気軽にお持ちより下さい。

体験談募集！！体験談募集！！

デイサービス　介護職員　池田　安梨

くなってくると、いつもは転ばないような場所
で転んでしまう等、転倒による怪我が起こりや
すくなったりします。今回は、その原因と対策
についてお知らせします。
　冬になると、寒さにより外出する機会が減っ
てきます。動く機会が減ってくることで、筋肉
が硬くなり体が動かしづらくなってしまいま
す。また、寒さにより膝や腰の痛みが強くなっ
てきます。すると、いつもは躓かないようなほ
んの小さな段差などでも躓いてしまい転んでし
まう事がある為、注意が必要です。転ばないよ
うにするには、出来る範囲内での体操・運動を
継続的に行う事が大切です。特に「ラジオ体操」
などがオススメです。また、立ったまま行う事
に不安がある方は椅子に座って行うようにして
ください。それにより、痛みが緩和し、筋肉は
軟らかくなり動かしやすくなり転倒を予防する
事が出来ます。
　それに加えて、冬場は厚着をしがちです。着
込みすぎて動きが鈍くなることや靴下をはいて
足元が滑りやすくなることでも転倒のリスクは
高まります。それ以外でも、裾の長いズボンや
スカート等にも注意が必要です。部屋を暖め、
温度管理をする事で厚着にならないようにする
ことが大切です。また、靴下を選ぶ時は、靴下
の裏に滑り止めがついているものを選ぶように
することで転倒を防ぐとこが出来ます。
　さらに、冬場の室内環境は転倒しやすい条
件がそろいがちです。毛の長い絨毯やマット、
ホットカーペットの角や電気のコードなどに足
が引っ掛かり転倒をしてしまったという方もい
らっしゃいます。部屋の中で自分が通るところ
に物を置かない・電気のコードは整頓をするな
どし、安全な環境を整えることが大切です。
　転倒は骨折の原因となり、心身はもとより、
その後の生活の影響がとても大きいものです。
住み慣れた自宅でいつまでも安心して過ごせる
ように、安全で動きやすい環境作り・身体づく
りをしていきましょう。（理学療法士  石川佳奈）

＜リハビリ編＞
冬場の転倒予防

最期まで自分らしく
過ごしたいと思うあなたへ

～在宅療養生活と看取りについて～
日時／平成31年3月7日(土)　14:00～15:00
場所／東京総合保健福祉センター
　　　江古田の森　7階コミュニティスペース
講師／看護師　今田　香
内容／在宅で最期まで生活していく為にはどのような

サービスを利用していくのか。実例を交えてお
話しします。

入場無料・申し込み不要

　本格的な冬が到来し寒い日が
続くようになってきました。寒


